
※裏面に三枝医師が東京新聞の取材を受けた記事があります。

IBD連携専門医の認定を頂きました。2023年時点の全国の有病者数は、潰瘍性大腸炎で約

ともに約1.4倍に増加しています（Journal of Gastroenterology　2025）。また発病が

10歳から50歳が発病のピークであり、働き世代のIBD患者さんのQOLを大きく下げてしま

います。しかし、生物学的製剤に代表される最新治療は大きく治療効果を認め、IBD患者さ

31.7万人、クローン病で約9.6万人と推計されます。2015年の調査時に対して、両疾患が
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んの人生を良い方向に変えてくれます。当院でも、積極的に新薬を導入した先端治療を行な

いただければ幸いです。

っていきたいと思っております。なかなか良くならない腹痛、下痢、血便がある際はご紹介
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ただければ幸いです。

　その中で特に力を入れて診療している専門分野で炎症性腸疾患（IBD）があり、学会より

新入職医師のご紹介

　2025年10月より渕野辺総合病院内科に入職しました三枝 陽一

  消化器内科　三枝 陽一

総合病院での診療が必要な患者さんがおられる際はお気軽に紹介してい

（さえぐさ よういち）と申します。

  私は北里大学医学部卒業後、北里大学病院、大和市立病院、JCHO相

模野病院と勤務し、総合内科専門医、消化器内科専門医、内視鏡専門医

として勤務し、積極的に地域医療を行なってきました。入院適応、救急、

内視鏡室副室長
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